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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 97 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 Ｈ２３年 Ｈ３０年

%
H23年 H30年

% H23年 H30年75(%)訪問者の地区内滞在時間2時間以上の割合 魅力あるまちづくりによる回遊性の向上五條地区への滞在時間 55.4(%）

五條地区への訪問者の満足度 訪問者が新町地区の雰囲気に対して満足した人の割合

訪問者数

42.6(%)

五條地区への訪問者数 12000人/年

70(%)

目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

新町地区への入込客の増加

訪問者を対象とした仕掛けづくりやおもてなしの促進による新町地
区の雰囲気に対する満足度の向上

10,664人/年

都道府県名 奈良県 五條市
ゴジョウシ

五條
ゴジョウ

地区
チク

定　　義

計画期間 交付期間 30

大目標：ゆっくり・ゆったり地域の人と文化がもてなす商家町
          周辺から分りやすく利用しやすいアクセスの手段をつくる
          地区内での長時間滞在を促す周遊ネットワークをつくる
　　　　　地域資源を活用し、人を惹きつける魅力をつくる

　本市は、奈良盆地とは下街道で結ばれ、三重につながる伊勢街道、本市を南北に貫く西熊野街道（十津川街道）、和歌山につながる紀州街道、大阪につながる河内街道の五街道が集まっており、古くから交通の要衝として多くの人々や文化の往来を
育んできた。一説には、このことが「五條」の名の由来といわれている。　当地域に隣接する五條新町地区は、かつて、吉野川を利用した水運の中心地として物資が集まったことから、宿場町、市場町として栄えた歴史を有している。　新町通りに残された
歴史的な街なみは、「日本最古の街なみ」と言われ、平成２２年に重要伝統的建造物群保存地区に選定された。

　五條新町地区は、平成１０年から平成１９年まで街なみ環境整備事業を実施し、道路の美装化、公園、民俗資料館、まちなみ伝承館等の施設整備を行うとともに、当地区も含め、地元まちづくり団体等によるイベント等も併せ、観光・交流の促進を図っ
ているが、商店街の年間商品販売額や従業員数が減少している状況にあり、さらなる交流人口の増加に向けた、てこ入れが必要な状況である。
　一方、当地域の観光客を受け入れるための来訪者用駐車場は、小規模なものが分散配置されている状況であり、まとまった来訪者を受け入れられる駐車場や観光バス用の駐車スペースがないのが課題となっている。
　また、五條新町の街なみ拠点とともに周遊を促すための水辺の拠点づくり、水辺拠点と街なみ拠点をつなぐ動線整備、観光情報発信施設整備も課題となっている。

次の内容を踏まえ、新町周辺の都市機能に対して、これを補完しながら新しい都市機能を発揮していくことが課題である。
・新町地区に駐車場が少なく、来訪者から駐車場整備をしてほしいと言うアンケート結果も出ている。
・五條新町地区に来ていただいてもお土産を買うところがなく、地域産品のPRするところがない。
・五條新町来訪者向けの周遊の観光情報発信施設がなく、また新町と水辺の拠点をつなぐ動線が未整備であるため、周遊促進のために動線整備・観光情報発信施設整備が必要である。

五條市マスタープランにおいて、「豊かな自然・歴史と活力ある交流拠点都市　五條」を将来都市像にしており、その中で都市づくりの基本方向で南和地域の人・文化・情報の交流拠点となる都市づくりや
心が和む自然・歴史風土を再発見し、共有できる都市づくりが明記されている。
交流拠点整備については、京奈和道の全線開通や五條新宮道路の整備により、情報発信機能の充実や必要となる施設整備を促進し、観光交流活動の増大を図るとされている。
道路整備については、周遊型の観光を促すため、市民や観光客のニーズに応じて必要な道路整備を検討するとされている。

指　　標



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
　○　事業終了後の継続的なまちづくり活動

　・新町地区内で活動するボランティア組織等との協働活動および支援。

　・住民・行政協働で定期的なワークショップ等の開催

　・近隣の観光施設等との連携・情報共有・共同企画事業の展開

・整備方針３（地域資源を活用し、人を惹きつける魅力をつくる)
　五條新町の歴史拠点を中心に、市内の名所旧跡を周遊して交流人口や滞在時間の増加を目指す。また、五條新町を訪れる多くの観光客に対し、西吉
野、大塔町の魅力を紹介し、周遊してもらえるよう促す。

方針に合致する主要な事業
高次都市施設（観光交流センター/基幹事業）
道路（市道野原西19号線/基幹事業）

地域生活基盤施設（案内看板整備/基幹事業）
まちづくり活動推進事業（研修、ワークショップの開催）

地域生活基盤施設（案内看板整備/基幹事業）
まちづくり活動推進事業（研修、ワークショップの開催）

・整備方針１（  周辺から分りやすく利用しやすいアクセスの手段をつくる ）
　吉野川右岸は水辺の楽校で整備され、美しいロケーションを楽しむことのできる憩いの場となるような遊歩道等の整備が完成している。左岸は、平成25年
度から築堤整備が始まり、これにあわせ水辺の拠点と街並み拠点をつなぐ動線整備や遊歩道利用者が自然に親しんで憩いの場にしてもらうための拠点を
整備する。

・整備方針２（地区内での長時間滞在を促す周遊ネットワークをつくる)
　五條新町は歴史的な町並みが約１ｋｍあり、その中で歴史的な拠点施設が点在しており、その間をつなぐネットワーク作りや周遊者の動線を強化するた
め、案内看板の設置や歴史資源を活用した活動、歴史的な文化活動に助成を行う。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路

道路

道路 五條市 直 ３７５ｍ 26 30 26 30 250.5 250.5 250.5 250.5

道路（地方都市リノベーション事業）

公園

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 五條市 直 7箇所 27 27 27 27 1 1 1 1

高質空間形成施設

高次都市施設 五條市 直 ７００㎡ 26 28 26 28 86 86 86 86

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 337.5 337.5 337.5 0.0 337.5 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

五條市 直 １００㎡ 26 28 26 28 44 44 44 44

五條市 直 年6回/各20人程度 26 30 26 30 3 3 3 3

合計 47 47 47 0 47 …B

合計(A+B) 384.5
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
民間 ８０００㎡ ○ H25 H26

五條市 文部科学省 ○

五條市

合計 0

吉野川水辺の楽校事業

駐車場整備

新町地区保存修理事業 新町重伝建地区内

事業箇所名 事業主体 全体事業費規模
事業期間

事業
（いずれかに○）

所管省庁名

交付期間内事業期間（参考）事業期間
規模

まちづくり活
動推進事業

ワークショップ等の開催

事業活用調
査

細項目
事業箇所名事業 直／間

規模

住宅市街地
総合整備
事業

地域創造
支援事業

地元農産物等販売所

観光交流センター

情報板

市道野原西１９号線

事業主体

（参考）事業期間

0.4

交付期間内事業期間
直／間

交付限度額

事業箇所名 事業主体

153.8 国費率384.5

細項目

交付対象事業費

事業



都市再生整備計画の区域

　五條地区（奈良県五條市） 面積 97 ha 区域 須恵１～３丁目、本町１～２丁目、新町１～３丁目、二見１丁目、五條１丁目、野原西１丁目

         〈凡 例〉            

都市再生整備計画区域 



五條地区への訪問者数 （　　人/年　　） 10,664 （　23 年度） → 12,000 （　30　年度）

五條地区への訪問者の満足度 （　　％　　） 42.6 （　23　年度） → 70 （　30　年度）

五條地区での滞在時間 （　　％　　） 44.6 （　23　年度） → 25 （　30　年度）

五條地区（奈良県五條市）　整備方針概要図

目標 ゆっくり・ゆったり　地域の人と文化がもてなす商家町
代表的な

指標

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 
■基幹事業 
（高次都市施設）観光交流センター 
86百万円 

■提案事業 

（地域創造支援事業）地元農産物等販売所 

44百万円 
○関連事業 
駐車場整備 
A=8,000㎡ 

○関連事業 
（水辺の楽校） 
飛び石 ■基幹事業 

（地域生活基盤施設）案内サイン7カ所 
1百万円 

■基幹事業 
（道路）市道野原西19号線 
250.5百万円 

■提案事業 

（まちづくり活動推進事業）ワークショップ等の開催 

3百万円 



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

H30H26 H27 H28 H29

配分額
（a）

10 21

計画別流用
増△減額
（b）

0 0

交付額
（c=a+b）

10 21

前年度からの繰越額
（d）

0 0

支払済額
（e）

10 21

翌年度繰越額
（f）

0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0%

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

-



別紙２

チェック欄

①計画の目標が「社会資本整備計画書」として適切なものとなっている。 ○

②関連する各種計画との整合性が確保されている。 ○

③数値目標や指標を用いるなど、客観的かつ具体的な目標となっている。 ○

①事業内容は、計画の目標を達成する上で適切なものとなっている。 ○

　　１）基幹事業 ○

　　２）関連社会資本整備事業 　

　　３）効果促進事業 ○

②目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

③指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

④指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

⑤事業効果は、数値、指標を用いて客観的に示されている。 ○

①計画の具体性など、事業熟度が十分である。 ○

②関係する機関との連携が図られている。 ○

Ⅳ．その他

①効果促進事業は全体事業費の２０％以下となっている。 ○

Ⅲ．計画の実現可能性

社会資本整備総合交付金チェックシート

計画の名称： 五條地区都市再生整備計画

事業主体名：　五條市

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性


